
令和3年度東京都EVバイクバッテリーシェア推進事業実施結果

個人モニター及びビジネスモニターにEVバイクを貸与し、街中に設置したバッテリー交換スポットでバッテリーを交換してもらうバッテリーシェアリングを試験
的に行うことで、バッテリーシェアリングにおける課題やビジネス化を含めた今後の可能性等を明らかにした

本事業の
目的

バイクの利用割合が高い
板橋区エリアを中心に実施

（練馬区の一部にもスポットを設置）

①板橋区立
熱帯環境植物館

➁板橋区立
エコポリスセンター

③板橋区役所

個人モニター 年齢、職業、居住エリアに偏りがないように選定

９社・団体ビジネスモニター

30名

業界に偏りがないように、フードデリバリー、巡回業務、訪問看護
等を選定

板橋区立施設3カ所、セブン-イレブン９カ所、ENEOSサービスステーション3カ所 合計15カ所

専用アプリの
主な機能

1. 交換スポット及びバッテリー残量を表示

2. QRコードを読み取り什器を開錠

3. 交換スポットまでのナビゲーション

4. 事務局とのコミュニケーションを図れるお知らせ機能

【個人モニター貸与】
YAMAHA E-Vino 

【ビジネスモニター貸与】
HONDA GYRO CANOPY e:リアボックス付き

実証期間 2021年12月14日～2022年3月13日

実施エリア 板橋区全域、一部練馬区

実施イメージ

モニター

使用車両

YAMAHA E-Vino HONDA GYRO CANOPY e

バッテリー
交換スポット

利用金額、交換スポットの配置等の条件次第だが、個人ユーザー、ビジネスユーザーともにバッテリーシェアリングのニーズは存在
交換スポットの運営は比較的に容易に可能である一方で、設置スペースの確保は課題
都内各所にバッテリー交換スポットを配備することで、移動可能範囲が広がるため利用者の利便性は高まるが、最適なスポット・バッテリーの設置数
及び設置エリア・場所の選定は課題

バッテリー交換スポットの整備が進めば、EVバイクはガソリンバイクに代わる移動手段としての普及が期待される。
バッテリーシェアリングの普及には、バッテリーシェアリングをビジネスとして推進する民間事業者等の実施主体が必要

実施結果
と課題

実施概要
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